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情報共有システム（ＡＳＰ）活用に係る費用の新調査積算システムへの入力について 

 

 

 業務における情報共有システム（ＡＳＰ）の活用については、令和４年７月２２日付事務連絡

「業務における情報共有システム（ＡＳＰ）活用の試行について（依頼）」に基づき試行している

ところです。 

 費用の計上については、「直接経費または直接調査費（積上計上分）に計上し、間接原価、一般

管理費等の対象外」としておりますが、新調査設計積算システムにおいて、建設コンサルタント

業務（発注者支援業務等含む）の場合、一般管理費等の対象外と設定できないことから、下記の

とおり、新調査設計積算システムへの入力方法について周知しますので、ご留意いただきますよ

うお願いいたします。 

 

                    記 

 

  １．測量業務における入力方法（別添①） 

 

    直接経費内の種別にオプション入力にて「例）情報共有システム使用料」を作成し、細別 

   に各費用（税抜）を入力。 

    諸経費区分は「61:諸経費非対象（成果検定費以外）」と設定。 

 

  ２．地質調査業務における入力方法（別添②） 

 

    直接調査費内の種別にオプション入力にて「例）情報共有システム使用料」を作成し、細 

   別に各費用（税抜）を入力。 

    諸経費区分は「61:諸経費非対象（成果検定費以外）」と設定。 

 

  ３．建設コンサルタント業務（発注者支援業務等含む）における入力方法（別添③） 

 

    直接経費内の種別にオプション入力にて「例）情報共有システム使用料」を作成し、細別 

   に各費用（税抜）を入力。 

    なお、新調査設計積算システムでは、「設計業務」として作成する場合は一般管理費等の対 

   象外と設定ができないため、システムへ入力する金額については別添④を参考に算出し一般 

   管理費等の経費率分を考慮した費用（税抜）を入力。 

    また、諸経費区分は「31:設計業務」と設定。 
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【測量業務】

諸経費区分は「61:諸経費非対象（成果検定費以外）」を選択する。

＜設計内訳書＞

新調査設計積算システムへの入力方法（例） 【別添①】

直接経費としてオプション入力。 ※受注者の見積額（税抜）を入力



【地質調査業務】

諸経費区分は「61:諸経費非対象（成果検定費以外）」を選択する。

＜設計内訳書＞

直接調査費としてオプション入力 ※受注者の見積額（税抜）を入力

【別添②】



【建設コンサルタント業務（発注者支援業務等含む）】

設計業務の場合は、新調積システムでは、一般管理費等の対象外とする操作ができないため、
新調積システムへの入力は、受注者見積（税抜）の金額を一般管理費等の率（0.5385）で割り戻
した金額にてお願いいたします。

例） 使用料 7,000円（税抜）×6ヶ月 ＝ 42,000円（税抜） とした場合

42,000円（税抜）÷（1+0.5385）＝27,299円（税抜） ← システム入力

※27.299＋（27,299 ×0.5385） ＝ 41,999円

＜設計内訳書＞

＜１次（２次）内訳書＞

直接径費としてオプション入力※別添④の計算例を参照願います。

【別添④情報共有システムに係る費用の計算例を参照願います。】

【別添③】



【別添④】

　　　＜入力方法について＞
　：　受注者からの見積額（税抜）を入力

　：　表示された金額を新調査設計積算システムへ入力

　 【情報共有システム使用料】

1ヶ月あたりの情報共有システム使用料 ／１ヶ月あたり
（受注者見積、税抜）

システム使用期間 ヶ月

　　受注者見積による情報共有システム使用料（1式、税抜）

システム使用料 ＝ 1ヶ月あたりの情報共有システム使用料 × システム使用期間
　（税抜） （税抜）

＝ ×

一般管理費等 β＝ ％

　　一般管理費等率

一般管理費等率 ＝ β ／ （１－ β ）

＝ 0.35 ／ （１－ 0.35 ）

★情報共有システム使用料（１式、税抜）

　　　X　＝　一般管理費等補正後の情報共有システム使用料（１式）とする。

X　＋ 0.5385 X ＝ \

1.5385 X ＝ \

X ＝ \

本業務で計上する情報共有システム使用料（１式） ＝ （税抜）

【初期設定費用】

情報共有システム使用による初期設定費用
（受注者見積、税抜）

一般管理費等 β＝ ％

　　一般管理費等率

一般管理費等率 ＝ β ／ （１－ β ）

＝ 0.35 ／ （１－ 0.35 ）

★初期設定費用（１式、税抜）

　　　X　＝　一般管理費等補正後の初期設定費用（１式）とする。

X　＋ 0.5385 X ＝ \

1.5385 X ＝ \

X ＝ \

本業務で計上する情報共有システム使用料（１式） ＝ （税抜）

0.5385

¥16,249

¥25,000

¥25,000

16249.59376

建設コンサルタント業務（発注者支援業務等含む）　情報共有システムに係る費用の計算例

※新調積システムに入力

※新調積システムに入力

¥7,000
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6¥7,000

0.5385

6

¥42,000

¥27,299

42,000

42,000

27299.31752

¥25,000
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